ドイツにおけるBestätigungsschreiben(確認書)の問題 (二完) by 村田 治美
獨
逸
に
於
け
る
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
s
c
h
r
e
i
b
e
n
(
確
認
書
)
の
問
題
(
二
完
)
村
田
治
美
も
　
く
　
じ
序置
一
軍
　
l
山
e
s
t
a
t
i
s
u
n
s
s
c
h
'
r
e
i
b
e
n
の
概
念
一
、
　
)
山
e
s
i
a
t
i
g
u
n
g
の
用
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
二
、
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
s
c
h
r
e
i
b
e
n
　
(
確
認
書
)
　
の
拝
顔
及
び
琵
義
三
・
O
r
d
e
r
k
o
p
i
e
,
B
e
s
t
e
l
l
s
c
h
e
i
n
及
び
S
c
h
l
u
s
s
n
o
t
e
或
は
S
c
h
l
u
s
s
s
c
h
e
i
n
と
の
区
別
(
以
上
、
先
号
)
四
へ
　
B
e
s
t
a
t
i
g
u
n
g
s
s
c
h
r
e
i
b
e
n
の
擬
障
(
以
下
本
号
)
第
二
幕
　
R
e
s
吏
i
g
u
n
g
s
s
c
h
r
e
i
b
e
n
の
送
附
に
対
す
る
受
領
者
の
沈
黙
二
　
沈
黙
に
関
す
る
大
審
院
判
例
の
変
速
二
、
　
沈
黙
に
関
す
る
学
説
三
、
　
沈
黙
に
関
す
る
擬
制
論
四
、
　
沈
黙
と
純
粋
不
作
為
と
の
区
別
五
、
　
沈
黙
の
取
消
結
　
び
経
営
と
経
済
一
一
入
四
、
出
g
芯
丘
四
戸
5
m
g己
可
。
日
c
o
ロ
の
機
能
以
上
の
と
こ
ろ
に
於
て
我
々
は
回
g
s
z
mロロ悶
ω
り
r
s
d
g
即
ち
確
認
書
の
定
一
一
誌
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
は
確
認
書
の
機
能
(回
o
a
o
Eロ
m
で
あ
り
司
ロ
ロ
w
t
o
ロ
で
は
な
い
)
を
考
へ
て
見
た
い
。
ブ
リ
1
ヂ
シ
グ
l
ル
は
前
掲
著
書
で
、
グ
確
認
南
一
日
の
目
的
H
と
一
式
う
章
節
ω初
め
に
、
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
契
約
を
確
認
す
る
と
と
は
誤
解
の
排
除
並
び
に
契
約
内
容
の
立
証
手
段
の
確
保
の
た
め
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
確
認
書
が
使
用
三
れ
る
目
的
に
付
て
は
、
判
例
・
学
説
、
色
と
り
ど
り
の
表
現
在
用
い
る
が
、
結
局
す
る
と
乙
ろ
フ
リ
1
デ
シ
グ
1
ル
の
説
明
と
大
差
は
な
い
口
然
し
さ
て
確
認
書
が
そ
の
目
的
の
た
め
に
如
何
な
る
機
能
を
有
す
る
か
に
付
て
は
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
判
例
や
多
く
の
学
説
は
、
確
認
書
は
宣
-
一
一
一
口
的
効
力
を
持
ク
も
ωと
形
成
的
効
力
を
持
ク
も
の
と
に
岐
れ
る
と
云
う
。
詳
一
一
目
す
れ
ば
、
確
認
書
は
或
る
場
合
に
は
先
行
す
る
口
頭
契
約
ω立
誌
を
確
実
に
す
る
効
力
を
有
し
、
然
ら
ざ
る
場
合
に
は
先
行
す
る
口
頭
契
約
に
拘
ら
や
契
約
内
容
を
確
定
す
る
効
力
を
す
る
が
、
前
者
の
確
認
書
は
反
訟
を
あ
げ
て
之
を
援
す
こ
と
を
得
る
と
こ
ろ
の
、
口
頭
契
約
の
、
単
な
る
証
拠
方
法
た
る
の
効
力
を
有
し
、
又
後
者
の
確
認
告
は
確
認
書
の
詰
誠
一
手
項
だ
け
が
独
占
的
に
契
約
内
容
を
定
め
る
効
力
を
有
す
る
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
併
乍
ら
両
極
の
確
認
書
の
限
外
や
形
成
的
効
力
の
範
岡
に
つ
い
て
は
不
明
の
こ
と
が
多
い
。
乙
の
不
明
を
無
侃
し
て
い
る
と
乙
ろ
は
本
説
の
弱
点
で
あ
る
。
先
づ
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、
確
認
引
一
一
日
に
関
す
る
商
人
間
の
慣
習
で
は
確
認
書
を
作
成
し
て
相
手
方
に
こ
れ
を
送
附
す
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
宣
一
一
一
一
日
的
効
力
は
硲
認
書
ω送
附
と
云
う
事
実
に
よ
り
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
口
又
後
者
の
形
成
的
効
力
は
確
認
者
2
2
ロ
g
s
z
m
g宏
)
が
送
附
し
た
確
認
書
に
対
し
相
手
方
即
ち
受
領
者
(
開
B
U
H
山
口
問
。
円
)
の
抗
然
(
印
O
F
4
3
山
問
。
ロ
)
に
よ
ク
て
発
生
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
商
悦
習
を
卒
直
に
見
る
な
ら
ば
依
認
吉
が
送
附
さ
れ
た
だ
け
で
換
一
目
す
れ
ば
依
認
書
自
体
に
形
成
的
効
力
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
判
例
、
学
説
在
支
特
す
る
わ
け
に
は
行
か
・
な
い
。
次
に
本
説
ωう
ち
で
も
一
部
の
人
え
(
註
却
)
は
受
領
者
が
送
附
な
受
け
た
路
認
書
に
ク
き
遅
滞
な
く
具
議
主
述
べ
な
い
場
合
に
は
確
認
書
に
一
証
拠
方
法
た
る
効
力
(
宣
言
的
効
力
)
を
与
へ
る
と
共
に
、
又
そ
の
限
り
に
於
て
形
成
的
効
力
な
も
与
へ
る
と
説
く
。
乙
れ
ら
一
部
の
人
々
は
第
一
及
び
第
二
の
効
力
の
把
握
在
あ
や
ま
ク
て
い
る
。
惟
ふ
に
確
認
当
ω受
領
者
が
遅
滞
な
く
且
(
議
主
述
べ
な
い
た
め
に
、
即
日
D
抗山品川
ωた
め
に
発
生
す
る
市
ど
称
す
る
第
一
の
効
力
と
は
実
は
契
約
の
有
効
性
及
び
内
本
に
つ
い
て
の
推
定
的
効
力
の
と
と
で
あ
る
。
と
ふ
に
推
定
的
効
力
が
発
生
す
る
と
は
挙
苛
責
任
の
転
換
を
意
味
す
る
。
確
認
書
記
載
の
と
ほ
り
に
契
約
上
の
権
利
義
務
が
受
領
者
の
頭
上
K
降
り
か
え
っ
て
来
る
旨
の
一
応
の
推
定
が
行
は
れ
る
に
至
る
。
だ
か
ら
推
定
的
効
力
は
既
に
一
社
拠
法
上
の
形
成
的
効
力
に
属
し
、
宣
言
的
効
力
の
範
時
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
以
上
の
説
明
か
ら
し
て
我
々
は
宣
言
的
効
力
は
確
認
書
の
送
附
に
工
り
、
形
成
的
効
力
は
送
附
に
対
し
比
黙
し
て
い
る
乙
と
に
工
り
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
乙
と
を
知
っ
た
。
交
右
の
説
明
で
二
概
に
形
成
的
効
力
ξ
云
っ
た
が
そ
の
中
に
は
証
拠
に
関
す
る
も
の
と
宍
休
上
の
権
利
(
突
は
詰
求
権
で
あ
る
)
に
関
す
る
も
の
と
が
あ
る
か
ら
、
確
認
書
の
機
能
左
宣
言
的
効
力
。
形
成
的
効
力
の
両
者
で
説
明
す
る
と
と
を
や
め
、
グ
ラ
ウ
ゼ
の
如
く
証
拠
設
定
的
効
力
・
詰
求
権
設
定
的
効
力
の
両
者
で
説
明
す
る
人
え
も
出
て
来
た
(
註
汎
)
0
確
認
書
の
機
能
を
宣
言
的
及
び
形
成
的
両
効
力
で
考
へ
る
場
合
に
は
効
力
発
生
時
期
の
点
で
説
明
が
便
利
で
あ
る
が
、
今
我
え
は
効
カ
発
生
時
期
を
主
題
に
取
上
げ
て
い
る
の
で
は
友
く
機
能
を
主
題
に
取
上
げ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一
説
拠
設
定
的
効
力
及
び
詰
求
権
設
定
的
効
力
の
両
者
で
以
て
確
認
書
の
機
能
を
説
明
す
る
方
法
に
従
う
と
と
に
す
る
口
何
れ
に
せ
工
証
拠
設
定
的
効
力
と
云
う
の
は
宣
言
的
効
力
及
び
証
拠
に
関
す
る
形
成
的
効
力
を
併
せ
称
す
る
の
で
あ
り
、
叉
話
求
権
設
定
的
効
力
と
一
式
う
の
は
形
成
的
効
力
の
中
で
、
実
体
上
の
権
利
(
実
は
詰
求
権
で
あ
る
)
に
関
す
る
も
の
だ
け
を
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
t
さ
て
、
そ
れ
で
は
証
拠
設
定
的
効
力
及
び
詰
求
権
設
定
的
効
力
と
云
ふ
機
能
の
令
類
方
法
に
従
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
確
認
書
が
ど
の
よ
う
た
機
能
を
持
ク
の
か
を
考
へ
て
み
よ
う
。
(
一
)
契
約
が
既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
と
と
を
確
認
す
る
確
認
書
乙
の
確
認
書
は
完
全
に
有
効
な
口
頭
契
約
が
先
行
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
確
認
書
で
あ
る
か
ら
、
証
拠
設
定
的
効
力
を
持
ク
だ
け
で
詰
求
権
設
定
的
効
力
を
持
っ
て
い
な
い
。
乙
ー
に
完
全
に
有
効
友
口
頭
契
約
と
は
要
部
K
つ
い
て
も
傍
部
に
つ
い
て
も
即
ち
総
て
の
内
容
に
ク
い
て
合
意
が
た
さ
れ
て
い
る
場
合
を
云
う
の
で
あ
る
か
ら
、
更
に
確
認
書
が
使
用
せ
ら
れ
で
も
実
体
法
上
の
権
利
関
係
が
創
設
さ
れ
る
も
の
で
泣
い
。
そ
れ
は
唯
、
先
行
す
る
契
約
の
権
利
関
係
に
つ
い
て
証
拠
方
法
を
創
出
し
、
立
証
手
段
を
便
宜
化
乃
至
確
実
化
す
る
に
止
る
。
乙
の
確
認
書
の
場
合
当
事
者
が
拘
束
を
受
け
る
の
は
先
行
の
口
頭
契
約
の
内
認
で
あ
る
口
市
し
て
と
の
口
頭
契
約
の
存
在
及
び
内
容
を
立
証
す
る
便
宜
的
確
実
的
手
段
が
と
与
に
一
式
う
硲
認
舎
で
あ
る
か
ら
、
一
見
、
当
事
者
は
確
認
書
の
記
載
内
容
に
従
つ
独
乙
に
於
け
る
国
自
民
広
m
g
m
m凶
OEO-τ
ロ
(
確
認
書
)
の
問
題
一
一
九
経
営
と
経
済
一
O
て
契
約
上
の
権
利
義
務
を
取
得
し
又
は
負
担
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
実
は
そ
う
で
な
い
の
で
あ
る
。
〈
二
)
契
約
を
確
認
し
且
つ
補
充
す
る
確
認
書
乙
の
確
認
書
は
契
約
の
要
部
に
つ
い
て
は
本
来
の
椛
認
書
の
機
能
、
即
ち
(
一
)
で
述
べ
た
証
拠
設
定
的
効
力
を
持
ク
が
、
そ
の
外
に
傍
部
に
ク
い
て
は
契
約
を
補
充
す
る
確
認
書
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
。
後
者
の
機
能
を
考
へ
る
場
合
に
先
イ
順
序
と
し
て
次
の
乙
v
ど
を
考
へ
て
見
る
の
が
好
都
合
で
あ
る
。
即
ち
第
一
説
の
一
部
の
人
々
は
口
頭
契
約
が
先
行
し
な
い
場
合
に
も
確
認
書
が
使
用
せ
ら
れ
る
と
し
、
乙
の
口
頭
契
約
が
先
行
し
な
い
場
合
の
確
認
書
は
形
成
的
効
力
を
有
す
る
と
説
く
口
確
認
設
の
定
義
の
項
で
強
調
し
て
沿
い
た
よ
う
に
私
は
口
頭
契
約
が
先
行
し
な
い
場
合
に
使
用
さ
れ
る
書
面
を
確
認
書
と
解
す
る
と
と
を
不
当
だ
と
考
へ
る
が
、
若
し
仮
に
乙
の
確
認
書
を
是
認
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
詰
求
権
設
定
的
効
力
を
持
つ
確
認
書
と
解
す
の
が
正
当
で
あ
る
。
惟
う
に
口
頭
契
約
が
先
行
せ
や
、
確
認
舎
の
作
成
t
送
附
1
兵
議
の
不
中
述
に
よ
り
初
め
て
契
約
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
契
約
は
者
間
契
約
で
あ
り
、
契
約
上
の
権
利
義
務
は
確
認
書
記
載
の
と
ほ
り
発
生
す
る
ロ
故
に
と
の
場
合
の
確
認
書
は
証
拠
方
法
の
創
出
や
挙
一
社
責
任
の
転
換
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
な
く
、
詰
求
権
設
定
的
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
で
は
・
本
筋
に
立
帰
ク
て
、
契
約
を
確
認
し
且
つ
補
充
す
る
確
認
書
の
機
能
を
考
へ
工
う
。
先
に
も
述
べ
た
工
う
に
契
約
の
要
部
に
つ
い
て
の
確
認
書
と
し
て
は
、
討
拠
設
定
的
効
力
を
持
ク
が
、
傍
部
に
つ
い
て
契
約
を
補
充
・
完
成
す
る
限
り
に
於
て
は
、
乙
の
確
認
書
は
口
頭
契
約
が
先
行
し
た
い
場
合
の
確
認
書
と
同
じ
く
書
面
契
約
の
香
商
で
あ
り
、
叉
傍
部
に
つ
い
て
の
契
約
上
の
権
利
義
務
は
確
認
書
記
載
の
と
告
り
に
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
契
約
を
補
充
す
る
確
認
書
と
し
て
は
詰
求
権
設
定
的
効
力
を
有
す
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
乙
の
よ
う
に
し
て
契
約
を
確
認
し
且
つ
補
充
す
る
椛
認
書
は
討
拠
設
定
的
効
力
と
詰
求
権
設
定
的
効
力
の
両
機
能
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
る
。
以
上
で
確
認
書
の
機
能
を
、
あ
ら
ま
し
考
へ
た
ク
も
り
で
あ
る
が
、
故
後
に
一
斗
一
一
‘
在
廷
す
る
の
は
、
先
行
の
口
頭
契
約
去
椛
認
書
芯
放
の
契
約
と
が
内
容
的
に
矛
盾
す
る
場
合
に
確
認
書
に
如
何
友
る
効
力
を
認
む
べ
き
か
の
問
題
で
あ
る
。
先
づ
要
部
に
ク
き
両
者
が
矛
尻
す
る
場
合
に
、
先
行
の
口
頭
契
約
を
有
効
と
す
べ
き
か
或
は
確
認
書
を
有
効
と
す
べ
き
か
は
具
体
的
事
情
に
工
り
決
し
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
が
、
若
し
後
者
が
有
効
だ
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
乙
の
確
認
宍
は
結
局
先
行
す
る
口
頭
契
約
正
一
式
う
確
認
の
対
象
を
欠
く
確
認
主
一
日
正
見
ら
れ
る
と
と
に
な
る
か
ら
確
認
書
者
の
範
院
に
印
加
し
た
い
書
面
左
云
う
と
と
に
た
る
。
傍
部
に
つ
き
両
者
が
相
具
る
場
合
は
、
先
行
の
口
頭
契
約
を
無
効
と
す
る
理
由
は
な
い
が
、
唯
口
頭
契
約
の
内
零
の
う
ち
傍
部
の
或
る
事
項
に
つ
き
之
を
変
更
し
、
以
て
契
約
を
完
成
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
の
確
認
計
十
一
日
比
契
約
を
確
認
し
且
つ
補
充
す
る
確
認
書
と
し
て
1
両
者
の
内
容
が
一
致
す
る
部
令
に
つ
い
て
は
証
拠
設
定
的
効
力
を
持
ち
、
内
存
を
変
更
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
請
求
権
設
定
的
効
力
を
持
っ
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
う
。
然
し
乍
ら
理
論
的
に
は
或
る
部
分
に
つ
い
て
は
証
拠
設
定
的
効
力
が
、
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
詰
求
権
設
定
的
効
力
が
存
す
る
と
一
式
ク
て
も
、
実
際
上
で
は
両
効
力
の
区
別
は
し
か
く
実
益
を
持
た
た
い
。
査
し
と
の
部
ハ
7
げ
に
つ
い
て
は
口
頭
契
約
が
先
行
し
、
あ
の
部
分
に
つ
い
て
は
口
頭
契
約
が
先
行
し
て
い
な
い
と
云
ク
て
み
た
と
乙
ろ
で
、
口
頭
契
約
の
存
否
が
当
事
者
間
で
争
は
れ
る
乙
と
に
な
れ
ば
契
約
上
の
権
利
義
務
に
つ
い
て
は
総
て
確
認
書
に
よ
り
決
す
る
乙
と
に
た
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
証
拠
設
定
的
効
力
と
か
詰
求
権
設
定
的
効
力
と
か
を
区
別
す
る
乙
と
は
出
来
た
い
か
ら
で
あ
る
口
(
註
却
)
(
註
担
)
∞同
HETH内。
oEm0・
k
g
v
g
m
Nロ
朗
ω吋
MKHロ
B
・
ω∞
一
同
日
同
国
向
。
r
o
H
-
H
ρ
2
z
g仏
出
白
骨
-
5
N
4・
]
「
日
目
。
-
F
N・
5
]
5
∞日戸、
同
-
B
E
R
m
-
P
0・
m
-
F
l
Z
3
5
A
H
P
E
g門
Z
E
E苦
言
。
r佐
m
品
豆
町
ロ
仏
第
二
章
図
。
∞
件
以
昨
日
間
ロ
ロ
悦
説
。
回
目
。
忌
g
の
送
附
に
謝
す
る
沈
黙
「
商
人
が
送
附
を
受
け
た
確
認
書
K
対
し
て
遅
滞
ー
な
く
回
答
を
し
な
い
か
仏
ら
ば
、
即
ち
沈
黙
(
m
o
F
d
司巴
m
g〉
し
て
い
る
な
ら
ば
、
承
諾
し
た
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
」
と
云
う
命
題
は
詰
求
格
設
定
的
効
力
を
有
す
る
確
認
書
に
付
て
は
勿
論
の
と
と
、
証
拠
設
定
的
効
力
を
有
す
る
そ
れ
に
付
て
も
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
乙
の
命
題
は
商
人
の
取
引
観
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
商
事
高
等
裁
判
所
(
同
巳
岳
ω
・
。
σ
2
F
S弘
巳
認
R
K
E
)
が
終
始
不
変
の
態
度
を
以
て
主
張
し
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
口
叉
商
事
高
等
裁
判
所
の
見
解
は
今
向
、
学
説
・
判
例
に
対
し
て
指
導
的
地
位
を
保
特
し
て
い
る
(
註
沼
)
。
然
し
遅
滞
な
く
回
答
を
し
か
仏
い
乙
と
即
ち
抗
黙
を
承
諾
の
意
思
表
示
と
見
倣
す
理
論
付
け
に
付
て
は
大
い
に
争
は
れ
て
い
る
。
抗
黙
に
は
表
示
意
思
(
意
思
表
示
の
要
素
)
が
欠
け
て
い
る
。
意
思
表
示
に
意
思
理
論
を
と
る
立
独
乙
に
於
げ
る
出
g
g丘町内
5
m
m
M
O
Z
E宮
ロ
(
確
認
容
)
の
問
題
f
経
営
と
経
済
一
一一
場
で
は
洗
黙
を
正
面
か
ら
取
上
げ
て
意
思
表
示
と
論
や
る
乙
と
に
難
色
を
示
す
。
表
示
現
論
を
と
れ
ば
沈
黙
を
意
思
表
示
だ
と
片
附
け
る
と
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
洗
黙
と
単
な
る
純
粋
不
作
為
と
の
区
別
や
沌
黙
の
意
思
表
示
の
取
泊
に
行
詰
る
。
周
知
の
よ
う
に
意
思
理
論
か
表
示
理
論
か
の
論
争
は
帰
結
ず
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
と
で
第
三
の
立
場
と
し
て
、
沈
黙
を
意
思
表
示
と
擬
制
し
沈
黙
の
客
観
的
要
件
に
直
援
法
律
効
果
を
結
付
け
る
擬
制
論
が
登
場
す
る
乙
と
に
な
る
。
意
忠
理
論
や
表
示
理
論
の
人
々
が
非
難
す
る
よ
う
に
擬
制
論
は
理
論
か
ら
の
逃
避
で
は
あ
る
が
、
法
の
目
的
に
照
ら
す
時
ま
乙
と
に
や
む
を
得
た
い
而
か
も
不
可
欠
の
理
論
で
あ
る
と
一
五
は
ね
ば
友
ら
ぬ
。
法
は
人
間
の
共
同
生
活
を
整
序
す
る
が
、
そ
の
場
合
、
法
は
利
出
十
一
日
相
対
立
す
る
も
の
に
付
て
は
、
利
投
の
正
当
な
る
均
衡
を
作
り
出
さ
ね
ば
な
ら
や
、
更
に
又
常
に
生
起
す
る
新
し
い
他
の
訴
の
問
題
に
ク
い
て
は
、
之
を
解
決
す
る
た
め
に
寺
泊
妥
当
た
訟
作
組
織
を
約
成
し
て
い
な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い
。
意
思
理
論
或
は
表
示
理
論
と
一
式
ふ
立
思
表
示
理
論
を
同
執
し
て
何
時
ま
で
も
事
件
の
解
決
を
遅
延
す
る
乙
去
は
、
右
の
法
の
目
的
か
ら
し
て
許
さ
れ
な
い
。
乙
れ
が
擬
制
論
が
理
論
と
し
て
は
と
も
か
く
、
止
む
を
符
泣
い
理
論
と
し
て
、
採
用
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
で
は
次
に
、
抗
黙
に
関
す
る
大
審
院
の
判
例
を
概
観
し
、
次
い
で
学
説
に
及
び
、
而
る
後
に
擬
制
論
に
進
む
で
あ
ろ
う
。
一
、
沈
黙
に
関
す
る
大
審
院
判
例
の
変
遷
大
審
院
は
当
初
立
思
理
論
を
採
用
し
て
い
た
口
犬
山
容
院
は
「
均
黙
は
常
に
特
定
且
つ
明
瞭
な
る
窓
味
を
有
す
る
が
故
に
、
そ
の
中
に
は
表
示
意
思
が
存
在
す
る
4
と
推
測
し
、
沈
黙
を
以
て
推
測
的
意
思
表
示
」
と
解
し
て
い
た
。
乙
の
考
へ
方
は
、
と
り
わ
け
一
八
九
四
年
の
判
決
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
判
決
は
確
認
書
の
受
領
者
が
、
そ
の
書
面
が
確
認
書
で
あ
る
と
去
を
理
解
で
き
泣
か
っ
た
と
主
張
す
る
す
す
件
に
付
き
、
次
の
如
く
云
う
口
「
沈
黙
者
が
確
認
書
の
表
示
す
る
と
乙
ろ
を
不
注
意
に
も
せ
工
誤
解
し
て
、
当
訪
者
同
を
確
認
書
で
ば
注
い
と
判
断
し
、
依
っ
て
洗
黙
し
て
い
た
場
合
に
は
、
洗
黙
者
が
自
己
の
沈
黙
に
上
り
同
意
を
表
示
せ
ん
と
す
る
意
思
を
持
っ
て
い
た
の
だ
と
推
測
す
る
乙
と
は
出
来
な
い
」
と
(
註
お
)
ロ
乙
の
判
決
後
数
年
の
後
K
も
、
確
認
書
を
読
ま
や
応
、
ポ
ケ
ツ
T
に
仕
舞
い
込
ん
だ
と
云
う
中
立
に
対
し
、
意
思
理
論
の
立
場
か
ら
同
趣
旨
の
判
決
を
下
し
て
い
る
(
注
目
)
。
そ
の
後
も
と
の
立
場
が
維
持
さ
れ
た
。
確
認
書
の
受
領
者
が
、
確
認
書
の
到
達
時
に
旅
行
中
で
あ
ク
た
と
主
張
す
る
事
件
に
於
て
同
ω
B
E
R
m
2
K
Fけ
は
「
確
認
書
は
実
際
に
被
告
の
住
所
に
到
達
し
た
の
だ
か
ら
、
被
告
が
そ
れ
を
読
ん
だ
か
否
か
は
問
題
で
な
い
」
と
判
決
し
、
や
は
り
受
領
者
の
抗
黙
に
承
諾
の
効
果
を
認
め
た
(
註
お
)
口
会
く
同
様
に
、
大
容
院
は
一
辺
凶
不
在
で
あ
ク
た
商
人
に
対
し
意
忠
表
示
義
務
な
免
れ
る
理
由
が
不
充
分
で
あ
る
と
判
決
じ
た
(
註
出
)
口
当
事
者
の
間
に
平
常
取
引
関
係
が
あ
る
場
合
に
は
、
書
面
ω発
送
者
は
名
宛
人
が
不
在
の
と
き
に
は
返
送
さ
れ
る
こ
と
を
予
期
し
、
返
送
が
な
い
と
き
に
は
相
当
な
る
期
間
中
に
凶
答
い
か
な
さ
れ
る
乙
と
な
予
期
寸
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
命
題
が
右
両
判
決
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
の
は
切
か
で
あ
る
口
そ
の
後
一
部
の
判
決
が
出
黙
者
ω責
任
に
若
限
す
る
に
至
ク
た
が
、
一
九
一
O
年
大
審
院
も
責
任
理
論
な
，
取
入
れ
る
こ
と
に
な
ク
た
。
「
受
領
者
の
凶
叫
ん
u
が
受
領
後
相
当
期
間
経
過
後
に
確
認
者
に
到
達
し
た
場
合
、
受
領
者
に
帰
責
さ
る
べ
き
事
由
に
よ
り
回
答
が
遅
延
し
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
契
約
は
締
結
さ
れ
る
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
(
註
訂
)
。
要
す
る
に
確
認
告
の
送
附
を
受
け
た
者
が
不
知
に
対
し
て
京
任
主
負
う
事
由
が
な
い
場
合
に
は
承
諾
の
罰
則
的
推
定
は
行
は
れ
な
い
と
云
う
の
が
、
大
審
院
の
責
任
理
論
で
あ
る
口
ωgzu'M内
0
0
ロ山
m
p
も
大
休
同
じ
見
解
で
あ
る
(
註
部
)
o
E
ω
昆
肉
付
は
斯
く
の
如
く
し
て
承
諾
と
見
倣
さ
れ
る
抗
黙
を
弘
一
一
o
p
F
E
M
Z
巴
向
。
者
口
]
g
ω
O
門付日
E
口
問
(
過
失
的
立
思
表
一
不
)
と
呼
び
、
責
任
理
論
に
反
対
し
て
い
た
が
、
後
に
立
場
を
変
更
し
信
頼
保
誌
を
理
由
と
し
て
責
任
論
者
に
伝
向
し
た
(
一
一
目
的
)
口
責
任
理
論
は
そ
の
後
間
も
泣
く
後
退
し
た
口
責
任
理
論
の
存
在
主
義
は
、
判
例
が
沈
黙
か
ら
法
律
効
果
(
承
諾
)
を
引
出
す
た
め
に
す
る
理
論
枯
成
に
一
契
機
を
与
ヘ
セ
点
で
あ
る
(
後
述
)
。
大
審
院
は
球
る
有
限
責
任
会
社
が
確
認
苔
に
付
て
の
認
識
欠
飲
在
主
張
し
た
事
件
に
於
て
次
の
よ
う
に
答
へ
た
。
「
口
頭
の
商
取
引
に
於
け
る
対
話
者
聞
の
申
込
と
同
様
に
、
会
社
代
表
権
者
の
誰
も
が
伴
認
告
の
到
達
及
び
内
容
に
ク
い
て
当
然
に
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
ク
た
場
合
は
、
認
識
欠
献
が
有
主
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
会
社
代
去
松
者
ω抗
撚
な
以
て
承
諾
と
見
倣
す
を
待
な
い
」
と
(
註
初
)
0
乙
の
判
決
に
な
る
と
既
に
外
形
的
要
素
が
若
服
さ
れ
る
に
至
ク
て
い
る
口
即
ち
、
そ
れ
に
は
沈
黙
に
づ
い
て
の
理
論
約
成
で
は
純
客
観
的
要
件
に
だ
け
法
律
効
果
を
結
付
け
る
べ
き
だ
と
云
う
考
へ
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
沈
黙
者
の
態
度
が
外
部
に
対
し
て
如
何
に
表
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
沈
黙
論
の
鋭
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
し
て
総
て
的
黙
は
去
一
不
意
思
た
き
意
思
表
示
と
見
倣
さ
れ
る
に
至
る
。
(
討
沼
)
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σ
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c
g
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ロ
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岡
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(
註
お
)
(
註
出
)
(
註
幻
山
(
註
犯
)
会
社
初
)
(
註
刊
) 経
蛍
と
経
済
一
一
一
四
M
h
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岳
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己
my
目
。
の
立
場
か
ら
町
立
ロ
g
g
仏
〉
E
F
m
g
m
u
3
5・
m・
5
∞
弓
・
∞
-
M
印
。
弓
立
場
へ
の
転
向
。
問
。
・
】
。
ω-AF。日・
の
一
一
、
沈
黙
に
関
す
る
学
説
〈
。
口
、
円
己
目
同
門
は
泌
黙
に
推
測
的
立
思
表
示
が
内
在
す
る
乙
と
を
強
調
し
、
受
領
者
が
不
知
の
場
合
の
洗
黙
は
明
か
に
推
測
的
行
為
で
あ
り
而
か
も
反
誌
を
挙
げ
て
覆
す
乙
と
が
で
き
る
と
論
や
る
(
註
但
)
口
∞
宮
口
σ'問
。
。
ロ
山
向
。
ゃ
E
S
-
m
r
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
不
知
が
帰
責
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
に
よ
っ
て
或
は
承
認
の
意
思
表
示
と
な
り
或
は
な
ら
ぬ
と
す
る
責
任
理
論
に
立
ク
ロ
口
{
骨
』
片E門ユ-吉ロ悶呪内凶
門
向
'
当
2
ロ5。門(註川位叫)や吋司円巴山芯。包仏
ε巾gロ旦仲吾『
zω丘】
(
註
川
必
仙
)
は
責
任
友
き
不
知
の
場
ム
合
口
に
も
受
領
者
の
抗
黙
は
「
承
玖
諾
の
立
忠
去
琴
一
示
不
で
あ
る
と
似
解
附
す
る
口
即
ち
一
九
三
O
年
代
の
大
{
審
呑
院
の
見
併
と
同
一
の
基
般
盤
品
に
立
ク
立
場
で
あ
る
口
学
説
は
例
外
注
く
「
抗
黙
の
法
律
効
果
を
意
忠
表
示
の
効
果
で
あ
る
」
と
理
論
付
け
る
と
と
に
骨
左
折
ク
て
い
る
。
表
示
理
論
で
は
「
取
引
観
(
〉
ロ
ωの
V
Eロ
m
g
包・
2
〈
O
円
宮
町
ω
)
に
従
へ
ば
、
特
定
の
行
為
窓
忠
が
表
示
さ
れ
る
程
の
態
度
(
4
2
F包
件
。
ロ
)
を
と
っ
た
者
は
、
彼
の
態
度
を
行
為
意
忠
に
応
じ
た
窓
思
表
示
と
見
ら
れ
で
も
致
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
一
般
原
則
を
主
張
し
て
抗
黙
に
意
思
表
示
の
効
果
を
附
与
し
て
い
る
。
立
忠
理
論
の
人
え
は
或
は
泌
燃
に
も
表
示
意
思
が
あ
る
と
し
、
或
は
流
山
政
主
立
忠
表
一
不
で
あ
る
と
措
成
す
る
こ
と
を
断
念
し
法
規
違
反
行
為
と
見
倣
し
、
之
に
罰
則
的
に
承
諾
と
一
五
う
法
律
効
果
が
結
付
く
と
す
る
。
去
一
不
理
論
の
説
く
と
こ
ろ
に
従
へ
ば
純
粋
不
作
為
も
意
思
表
示
の
要
件
を
充
是
す
る
こ
と
と
な
り
、
抗
黙
と
純
粋
不
作
為
と
の
区
別
に
雑
色
を
呈
す
る
に
至
る
。
又
、
意
思
表
示
の
成
立
の
た
め
に
表
一
不
定
忠
が
必
宇
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
立
思
理
論
で
は
、
或
は
実
際
に
存
在
し
な
い
表
示
意
思
を
存
在
す
る
と
牽
強
附
会
の
論
を
説
き
或
は
罰
則
論
な
る
非
理
論
へ
と
逃
避
す
る
口
意
思
理
論
も
亦
抗
黙
の
理
論
情
成
に
役
立
た
な
い
所
以
で
あ
る
口
そ
の
よ
う
た
沈
黙
論
の
行
詰
り
を
打
開
す
る
た
め
に
、
本
E
牢
の
冒
頭
で
前
置
き
し
た
如
く
擬
制
論
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
擬
制
論
は
洗
黙
の
中
に
承
諾
と
一
式
う
法
作
効
果
が
合
ま
れ
て
い
る
と
論
L
ず
る
が
、
そ
の
論
拠
は
独
乙
向
法
第
三
六
二
条
の
類
推
解
釈
に
あ
る
。
即
vp
仮
制
論
は
結
局
確
認
刊
の
送
附
に
対
す
る
兆
黙
に
独
乙
商
法
第
三
六
二
条
の
規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
で
は
項
目
を
改
め
て
段
制
論
を
説
明
す
る
こ
と
に
し
よ
う
口
但
し
扱
制
論
と
し
て
述
べ
る
所
は
ク
一
プ
ウ
ゼ
の
前
掲
著
者
二
一
五
瓦
以
下
を
主
と
し
て
参
考
に
し
て
い
る
。
(註
H
M
)
(
註
位
)
(
註
必
)
JSロ
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V
3
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。
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仏
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CHw-ω
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ロ
ロ
国
]
己
己
・
〉
ロ
ヨ
・
]
F
A
F
・
p
・
p
・
c-
∞-
M
や・
、
沈
黙
に
関
す
る
擬
制
論
独
逸
商
法
第
三
六
二
条
自
己
ノ
営
業
上
他
人
ノ
グ
メ
ニ
事
務
ノ
処
理
ヲ
ナ
ス
商
人
ニ
対
シ
テ
取
引
関
係
ノ
相
手
方
ヨ
リ
此
ノ
担
ノ
事
務
ニ
付
キ
申
込
ヲ
受
ケ
グ
ル
f
キ
ハ
、
右
ノ
商
人
ハ
遅
滞
ナ
ク
凹
叫
ん
口
ヲ
ナ
ス
義
務
ヲ
負
ア
白
ソ
ノ
沈
黙
ハ
申
込
ノ
承
諾
?
看
倣
ス
。
事
務
ノ
処
理
ヲ
申
出
ヂ
グ
ル
商
人
ニ
対
シ
、
此
ノ
中
出
ヲ
受
グ
グ
ル
者
ヨ
リ
ソ
ノ
事
務
ノ
処
理
ニ
関
ス
ル
申
込
ガ
到
達
シ
グ
ル
T
キ
亦
同
ジ
(
以
上
第
一
項
。
第
二
項
は
行
略
す
る
)
。
第
三
六
二
条
に
従
っ
て
中
込
受
領
者
が
受
け
る
拘
束
を
考
へ
る
た
ら
ば
、
①
申
込
受
領
者
は
遅
滞
に
な
ら
な
い
短
期
間
(
註
付
)
に
中
込
な
承
認
す
る
か
拒
絶
す
る
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
、
①
乙
の
期
間
を
徒
遇
す
れ
ば
、
申
込
受
領
者
は
そ
の
流
黙
に
附
せ
ら
れ
る
法
律
効
果
に
上
り
拘
束
を
受
け
る
乙
と
、
以
上
ニ
ク
の
拘
束
を
受
け
る
。
若
し
申
込
者
が
受
領
者
の
沈
黙
の
際
に
は
斯
く
斯
く
と
予
測
し
た
と
し
て
も
商
法
第
三
六
二
条
の
規
定
に
従
へ
ば
、
そ
の
予
測
す
る
と
乙
ろ
は
法
作
上
何
等
の
意
味
を
持
た
な
い
口
即
ち
具
体
的
事
情
の
下
で
事
実
上
推
測
さ
れ
又
は
推
測
さ
る
べ
き
承
諾
が
中
込
と
令
し
て
契
約
を
成
立
せ
し
め
る
の
で
は
な
い
。
単
に
抗
黙
が
即
ち
去
独
乙
に
於
け
る
H
W
8
5民
間
5
m
m
E
r
z
F
g
(確
認
吉
)
の
問
題
五
経
営
と
経
済
一一一六
一
不
行
為
の
欠
快
が
申
込
と
合
し
て
所
定
の
法
律
効
果
を
発
生
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
口
こ
の
こ
と
か
ら
ブ
ロ
ー
ド
マ
γ
(
註
必
)
は
契
約
が
承
認
な
く
し
て
発
生
す
る
、
即
ち
一
方
的
行
為
に
よ
り
発
生
す
る
と
諭
デ
る
。
然
し
こ
の
よ
う
に
商
法
第
三
六
二
条
を
解
釈
す
る
こ
と
は
現
代
法
体
系
に
迎
合
し
な
い
。
ブ
ロ
ー
ド
マ
ン
は
同
条
の
申
込
を
特
権
が
附
せ
ら
れ
た
申
込
と
云
う
け
れ
ど
も
、
同
条
の
申
込
は
通
常
の
方
式
に
よ
り
承
認
又
は
拒
絶
し
う
る
申
込
で
あ
る
し
、
又
同
条
の
中
込
に
所
定
の
法
律
効
果
が
与
へ
ら
れ
る
の
は
一
定
期
間
抗
然
が
な
さ
れ
る
乙
と
に
よ
り
始
め
て
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ブ
ロ
ー
ド
マ
シ
の
見
解
は
当
を
待
て
い
ゑ
い
。
だ
か
ら
ブ
ロ
ー
ド
マ
Y
は
乙
の
反
駁
に
余
儀
な
く
さ
れ
て
、
文
に
次
の
如
く
自
己
弁
護
主
進
め
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
右
の
申
込
は
民
法
第
一
五
四
条
の
申
込
の
意
味
と
、
相
当
な
期
間
内
に
凶
答
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
条
件
に
行
使
さ
れ
る
形
成
権
附
中
込
の
意
味
と
の
両
者
を
併
有
す
る
」
と
。
之
は
余
り
に
も
技
巧
に
す
ぎ
た
議
諭
で
あ
り
、
従
ク
て
現
行
法
体
系
と
も
調
和
し
な
い
か
ら
採
用
す
る
乙
と
が
で
き
な
い
。
商
法
第
三
六
二
条
の
泌
黙
を
意
思
表
示
の
擬
制
と
見
る
見
解
は
正
当
で
あ
り
(
理
由
は
前
述
)
、
又
一
般
に
是
認
さ
れ
て
い
る
(
註
必
)
O
HJE旦
m
w
が
そ
の
若
H
R
Z
B
E
H仏
〉
ロ
巴
omロ
ロ
肉
(
二
七
四
頁
)
で
巧
妙
に
も
命
名
し
で
い
る
よ
う
に
同
条
の
洗
黙
は
「
所
定
の
法
作
効
果
を
伴
う
類
型
的
表
示
行
為
」
(
己
・
2
q
立
2
E
何
件
同
日
HMmω
巴
広
三
ご
5
門百円
0
2
2
看
守
w
g
m
)
で
あ
る
の
あ
ら
ゆ
る
共
休
的
場
合
を
考
慮
す
れ
ば
泌
然
者
は
申
込
に
対
し
て
色
え
な
意
思
を
持
ク
乙
と
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
偶
然
に
持
ク
よ
う
な
特
具
な
意
思
は
別
と
し
て
一
般
的
に
持
ク
で
あ
ろ
う
と
考
へ
ら
れ
る
怠
忠
を
類
型
化
す
る
と
、
承
諾
と
拒
絶
と
一
式
う
乙
と
に
な
る
口
そ
れ
故
に
商
法
第
三
六
二
条
に
よ
ク
て
の
み
、
抗
黙
が
承
諾
の
意
思
表
示
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
円
申
込
た
る
意
思
表
一
不
の
到
達
は
民
法
第
一
五
一
条
に
よ
ク
て
大
部
分
の
場
合
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
申
込
が
到
達
し
た
な
ら
ば
、
そ
ω到
達
は
芯
紘
一
衣
示
ω一
安
伴
即
ち
抗
撚
ω認
識
可
能
位
を
生
ぜ
し
め
る
。
沈
黙
な
る
意
芯
表
示
は
相
手
方
に
対
し
何
も
よ
な
さ
れ
泣
い
乙
と
(
口
三
R
U
ω
ω
g〉
に
そ
の
本
質
を
有
す
る
が
、
而
も
向
、
そ
れ
が
意
思
表
示
た
る
が
た
め
に
は
相
手
方
に
特
別
な
認
識
左
与
へ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
従
ク
て
泌
黙
と
一
五
タ
て
も
商
法
第
三
六
二
条
に
よ
ク
て
承
諾
と
見
倣
さ
れ
る
だ
け
の
態
皮
(
〈
2
}
E
F
oと
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
で
あ
る
か
ら
同
条
に
よ
る
契
約
の
成
立
も
通
常
の
成
立
方
法
た
る
中
込
・
承
諾
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
契
約
の
効
旧
対
は
受
領
者
・
申
込
者
双
方
に
及
ぶ
わ
け
で
あ
る
。
申
込
者
が
初
め
自
己
の
利
益
だ
け
を
計
算
し
て
中
込
を
し
た
が
、
後
に
な
ク
で
不
利
な
乙
と
が
判
明
し
た
。
乙
の
場
合
申
込
者
が
、
之
は
自
己
の
所
期
し
な
い
契
約
の
効
果
だ
と
し
て
之
を
排
除
す
る
と
T
ど
が
で
き
る
y
と
す
れ
ば
、
著
し
く
不
衡
平
で
あ
る
口
商
法
第
三
六
二
条
は
と
の
意
味
で
も
取
引
安
全
の
た
め
の
規
定
で
あ
る
。
確
認
す
一
日
受
領
者
の
抗
黙
は
上
述
来
の
商
法
第
三
六
二
条
の
沈
黙
と
全
く
同
様
な
役
割
を
持
ク
。
知
型
的
表
示
行
為
の
効
果
を
類
型
的
に
規
定
す
る
乙
と
を
、
法
律
の
規
定
に
上
ク
て
で
は
な
く
、
取
引
観
及
び
向
恨
習
に
よ
っ
て
能
く
な
し
得
た
の
は
実
に
宮
山
E
m
w
の
功
績
で
あ
る
。
広
告
日
間
戸
内
や
同
3
5
0
が
苅
黙
を
判
例
塑
的
表
示
行
為
と
し
之
に
特
定
の
法
律
効
果
を
附
す
る
と
と
を
認
め
る
の
は
確
認
書
受
領
者
の
抗
黙
は
(
勿
論
商
法
第
三
六
二
条
の
抗
黙
も
)
法
律
の
規
定
が
あ
る
た
め
で
は
な
く
、
白
商
人
の
取
引
観
及
び
商
慣
習
が
之
を
必
要
と
す
る
が
故
で
あ
る
。
だ
か
ら
商
法
第
三
六
二
条
は
そ
の
工
う
佐
取
引
慣
及
び
商
慣
習
に
基
い
て
制
定
さ
れ
た
規
定
で
あ
る
と
一
式
へ
工
F
hノ
。
で
は
一
史
に
椛
認
書
受
領
者
の
抗
黙
に
商
法
第
三
六
二
条
の
規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
る
か
否
か
を
考
へ
ょ
う
。
肉
み
に
若
し
類
推
適
用
が
拒
否
さ
れ
た
と
し
て
も
、
確
認
引
一
一
日
受
領
者
の
苅
黙
が
実
定
法
的
に
解
釈
さ
れ
な
い
不
便
は
あ
る
が
、
そ
れ
比
取
引
観
及
び
商
慣
習
に
従
っ
て
何
と
か
解
決
の
ク
く
も
の
で
は
あ
る
。
商
法
第
三
六
二
条
の
抗
黙
と
確
認
書
受
領
者
の
そ
れ
去
を
比
較
す
る
の
に
主
要
た
の
は
受
領
者
の
範
囲
で
あ
る
。
商
法
第
三
六
二
条
は
、
自
己
の
営
業
上
他
人
の
た
め
に
事
務
を
処
理
す
る
か
又
は
と
の
種
の
事
務
に
つ
き
申
出
を
も
な
し
た
商
人
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
。
即
ち
前
者
の
場
合
に
は
申
込
受
領
者
は
申
込
人
と
平
常
取
引
関
係
に
あ
り
、
後
者
の
い
場
合
に
は
受
領
者
は
申
込
人
に
対
し
予
め
中
出
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
口
故
に
受
領
者
は
全
く
予
想
す
る
と
と
な
く
、
一
時
き
の
う
ち
に
沈
黙
の
法
律
効
果
を
与
へ
ら
れ
る
乙
と
は
注
い
。
既
存
の
関
係
か
ら
巾
込
の
到
達
が
予
想
さ
れ
る
場
合
と
か
、
中
込
者
の
方
交
受
領
者
の
沈
黙
に
ク
い
て
一
定
の
判
断
左
下
し
う
る
場
合
に
の
み
右
の
効
果
が
附
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
椛
認
書
の
受
領
者
の
節
回
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
格
認
世
一
日
は
予
期
さ
れ
る
乙
と
な
く
し
て
、
天
か
ち
降
っ
て
来
る
も
の
で
も
、
地
か
ら
湧
い
て
来
る
も
の
で
も
な
い
。
確
認
告
が
送
附
さ
れ
る
の
は
、
口
頭
契
約
が
先
行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
受
領
者
は
確
認
書
の
到
達
を
予
想
し
て
い
る
口
而
も
尚
、
特
定
の
発
送
者
か
ら
の
み
、
そ
の
到
来
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
次
に
両
者
の
抗
黙
の
比
較
で
主
要
な
乙
と
は
、
受
領
者
が
自
己
の
抗
黙
に
如
何
な
る
意
味
を
予
期
す
べ
き
で
あ
る
か
で
あ
る
。
乙
の
点
も
両
者
同
様
で
あ
る
口
蓋
し
硲
認
告
の
発
送
者
は
件
案
中
の
契
約
関
係
を
拒
否
し
よ
う
と
は
欲
せ
や
却
ク
て
件
築
中
の
契
約
を
確
認
す
る
独
乙
に
於
け
る
出
向
日
広
門
戸
内
ロ
ロ
向
日
目
。
r
z
F
Z
(確
認
書
)
の
問
題
一
二
七
経
営
と
経
済
一一一入
と
と
を
欲
し
て
い
る
か
ら
、
受
領
者
の
側
で
は
そ
の
苅
黙
は
同
意
と
見
倣
さ
れ
る
正
一
式
う
傾
向
を
予
期
し
て
い
、
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
か
ら
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
し
て
、
確
認
書
受
領
者
の
泌
黙
は
商
法
第
三
六
二
条
を
類
推
適
用
し
て
解
決
せ
ら
れ
る
。
即
ち
乙
の
場
合
に
泌
黙
は
承
諾
と
擬
制
さ
れ
、
確
認
書
は
之
に
よ
り
証
拠
設
定
的
効
力
や
詰
求
権
設
定
的
効
力
を
持
つ
に
至
り
、
従
っ
て
契
約
は
所
前
確
認
さ
れ
た
乙
と
に
怠
る
の
で
あ
る
。
(
註
日
制
)
(
註
伍
)
(
註
必
)
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児
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口
は
と
の
期
間
は
具
体
的
事
情
に
応
じ
て
計
算
さ
る
べ
き
で
あ
a
る
が
、
常
に
最
大
限
二
、
一
一
一
日
以
上
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
云
ふ
。
切円。仏
gmH口
口
、
巴
片
岡
][MHロ仏
OH印肉刊
mor住-門
0・k
p
口
m
o
g江口
OCHFHロ仏
mmMC巾・
]HY
円。ロヴゆ同氏印刷一円
P
D
仏げロ
o
r
-
4
・凶(一
3
]
E
)
m
y
ω
ω
・
40ロ
斗
CH
アハ
P
・P
・0
・myhvN日
]YF己
mMHC
国
内
向
可
m仲間
O
Nロヨづ川町三
Mofp叶仲間同
2
Z
同
ω
・C
M
岳
Fcor
巾アロロロ仏何回問叫ゅの
r
f
m川E
g
g
-
0
3
同ロ
N
W
E
O℃
-
Hω
・
ロ
ω
・
等
。
そ
の
外
円
2
5
0
は
巴
防
止
口
問
2
l出
p
o
r
0
5
5
m
l
F
m
x
w
Hハ
o
o
E
m
o
ι
2
0
σ
凶
o
g
を
あ
げ
て
い
る
が
百
接
文
献
に
タ
ッ
チ
す
る
を
得
な
い
か
ら
省
関
告
す
る
D
問
、
沈
黙
と
純
粋
不
作
為
と
の
区
別
商
法
第
三
六
二
条
は
申
込
受
領
者
に
遅
滞
友
く
回
答
す
る
義
務
を
課
し
て
い
る
(
註
包
。
市
し
て
義
務
の
履
行
は
①
履
行
可
能
な
客
観
的
事
情
①
義
務
を
履
行
す
べ
き
乙
と
の
認
識
又
は
認
識
可
能
状
態
が
存
在
し
て
始
め
て
可
能
で
あ
る
。
査
し
法
は
不
可
能
を
強
要
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
而
ら
ぽ
商
法
第
三
六
二
条
の
回
答
義
務
の
不
股
行
と
し
て
不
凶
答
(
即
ち
泌
黙
)
に
責
任
が
給
付
け
ら
れ
る
の
は
、
①
回
答
可
能
な
客
観
的
事
情
及
び
①
申
込
到
達
の
認
識
又
は
認
識
可
能
状
態
の
両
者
が
具
備
し
た
時
か
ら
起
算
し
て
相
当
期
間
不
回
答
(
即
ち
洗
黙
)
で
あ
ク
た
場
合
で
あ
る
。
だ
か
ら
申
込
が
到
達
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
不
問
答
状
態
(
泌
然
状
態
)
が
進
行
を
開
始
す
る
の
で
は
な
い
。
回
答
義
務
が
発
生
し
た
時
か
ら
進
行
を
開
始
す
る
。
而
し
て
不
川
答
責
任
の
発
生
が
決
定
さ
れ
る
時
期
は
不
同
答
状
態
発
生
時
即
ち
回
答
義
務
発
生
時
よ
り
相
当
期
間
の
経
過
し
た
時
で
あ
る
。
例
へ
ば
中
込
到
達
前
に
心
神
を
喪
失
す
る
程
の
玄
病
に
陥
っ
た
商
人
は
、
心
神
喪
失
状
態
か
ら
回
復
し
た
時
よ
り
回
答
義
務
を
負
い
、
そ
の
時
よ
り
相
当
期
間
が
進
行
を
開
始
す
る
。
即
ち
、
相
当
期
間
の
始
期
の
決
定
に
は
義
務
の
観
念
従
ク
て
責
任
要
素
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
定
味
で
、
相
当
期
間
の
始
期
に
関
す
る
責
任
理
論
と
も
中
さ
れ
よ
う
。
私
は
先
に
、
抗
黙
に
関
す
る
犬
容
院
判
例
の
変
遷
の
項
で
、
抗
黙
論
の
意
味
の
責
任
理
論
を
排
斥
し
、
沈
黙
に
つ
い
て
の
理
論
桔
成
は
純
客
観
的
要
件
に
従
つ
て
な
さ
る
べ
き
乙
と
を
力
説
し
て
沿
い
た
が
、
そ
と
で
排
斥
し
た
の
は
沈
黙
論
自
体
に
関
す
る
責
任
理
論
で
あ
り
、
今
と
ふ
で
認
容
す
る
の
は
不
回
答
状
態
、
従
ク
て
沈
黙
状
態
の
相
当
期
間
の
始
期
に
関
す
る
責
任
理
論
で
あ
り
、
両
者
は
混
同
さ
れ
て
は
た
ら
な
い
。
以
上
述
べ
た
事
柄
に
よ
り
、
訪
黙
と
平
た
る
純
粋
不
作
為
と
の
区
別
が
可
能
と
な
る
。
沈
黙
も
、
純
粋
不
作
為
も
、
無
(
Z一
の
宮
)
で
あ
り
、
無
に
は
何
等
の
意
味
も
結
付
け
ら
れ
な
い
口
然
し
独
乙
商
法
第
三
六
二
条
の
洗
黙
は
同
容
義
務
と
一
式
う
義
務
に
違
反
す
る
無
で
あ
る
点
で
、
純
粋
不
作
為
と
兵
る
意
味
を
持
ク
て
い
る
口
さ
て
本
項
で
、
今
ま
で
述
ぺ
た
所
は
、
す
べ
て
商
法
第
三
六
二
条
の
沈
黙
と
純
粋
不
作
為
の
区
別
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
口
然
し
、
確
認
書
受
領
者
の
出
黙
に
も
全
く
同
様
に
そ
の
区
別
が
あ
て
は
ま
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
前
項
擬
制
論
の
と
と
ろ
で
触
れ
て
い
る
と
告
り
で
・
あ
る
口
(
註
訂
)
例
へ
ば
円
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は
回
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義
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と
明
言
し
て
い
る
。
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H
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・
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色
。
・
で
そ
れ
は
法
律
上
の
義
務
3
2
0伊
丹
)
で
は
な
く
法
律
k
の
当
為
(mEHOOFEorgmoHHmロ
)
だ
と
一
再
う
ロ
何
れ
に
せ
よ
S
P
Q
R
Z
も
広
義
の
法
律
上
の
義
務
と
し
て
回
答
義
務
を
者
へ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
本
稿
は
回
答
義
務
の
性
質
論
を
以
て
主
知
と
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
詳
論
は
之
を
さ
け
る
。
五
、
沈
黙
の
取
消
消
黙
に
つ
い
て
擬
制
論
を
と
り
、
抗
黙
を
「
所
定
の
法
律
効
旧
対
を
伴
う
類
型
的
表
示
行
為
」
と
見
る
な
ら
ば
、
流
黙
の
取
泊
が
可
能
か
ど
う
か
の
問
題
は
簡
単
に
解
決
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
即
ち
、
確
認
書
受
領
者
の
沈
黙
に
附
せ
ら
れ
る
法
律
効
果
は
意
欲
さ
れ
た
が
故
に
独
乙
に
於
け
る
∞
2
5
2
mロ
ね
m
m
o
r
z
g
g
(陀
認
雪
)
の
問
題
一
一
一
九
経
営
と
続
出
一
三
O
附
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
口
商
人
の
取
引
観
及
び
商
慣
習
(
従
ク
て
商
法
第
三
六
二
条
・
第
三
四
六
条
〉
に
よ
っ
て
生
守
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
と
に
は
意
思
の
欠
快
な
る
も
の
は
な
く
、
そ
の
限
り
で
取
泊
を
問
題
に
す
る
余
地
も
な
い
口
確
認
書
受
領
者
が
確
認
書
の
送
附
を
受
け
た
が
、
回
答
義
務
を
負
は
な
い
場
合
(
前
項
参
照
)
は
不
凶
答
は
抗
黙
で
は
な
く
純
粋
不
作
為
で
あ
る
か
ら
、
確
認
書
は
そ
の
効
力
を
発
生
せ
十
、
従
ク
て
純
粋
不
作
為
の
取
治
な
る
も
の
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
然
し
確
認
書
受
領
者
が
同
党
口
義
務
を
負
い
、
従
ク
て
沈
黙
を
相
当
期
間
継
続
し
た
な
ら
ば
抗
黙
は
承
諾
の
立
思
表
示
と
見
倣
さ
れ
る
か
ら
、
確
認
苫
は
そ
の
効
力
を
発
生
す
る
口
後
者
の
場
合
、
擬
制
論
を
正
当
と
す
る
我
々
の
立
場
で
は
抗
然
即
ち
承
諾
の
意
思
表
示
の
取
泊
は
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
結
とえ、
木
稿
は
独
逸
に
於
け
る
確
認
書
に
つ
き
、
一
応
問
題
と
な
ク
て
い
る
事
項
を
取
上
げ
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
私
の
未
熟
さ
を
以
て
し
て
は
未
だ
能
く
と
な
し
得
な
い
部
分
が
相
当
に
残
ク
て
い
る
。
沈
黙
の
法
律
要
件
に
関
す
る
多
く
の
学
説
、
洗
黙
の
取
治
に
関
す
る
学
説
に
言
及
し
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
，
で
あ
る
。
然
し
私
は
取
引
文
書
K
関
す
る
研
究
の
一
旦
塚
と
し
て
本
稿
を
ま
と
め
て
見
た
か
ク
た
の
で
、
敢
て
不
成
熟
を
顧
み
な
か
っ
た
次
第
で
あ
る
。
(
完
)
